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甲
号証

作　成
年月日

作成者 立証趣旨 備考

甲182
の1

実用発電用原子炉及
びその附属施設の位
置、構造及び設備の
基準に関する規則
（抄）

写
し
平成２５年
６月２８日

原子力規
制委員会

原子炉等規制法第４３条の３
の６第１項４号でいう原子力
規制委員会規則で定める基準
としてこの規則が定められて
いる事実。
第３条において「設計基準対
象施設の地盤」が、第４条に
おいて「地震による損傷の防
止」が、第５条において「津
波による損傷の防止」がそれ
ぞれ定められている事実及び
その内容。

甲182
の2

実用発電用原子炉及
びその附属施設の位
置、構造及び設備の
基準に関する規則の
解釈（抄）

写
し
平成２５年
６月１９日

原子力規
制委員会

甲182の1の解釈が定められて
いる事実及びその内容

甲183

敷地内及び敷地周辺
の地質・地質構造調
査に係る審査ガイド

写
し
平成２５年
６月１９日

原子力規
制委員会

基準地震動及び基準津波の策
定並びに地盤の安定性評価等
に必要な調査及びその評価の
妥当性を厳格に確認するため
にガイドが定められている事
実及びその内容

標　　　　　　　　目
（原本・写しの別）
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